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第
七
十
九 

  
 

計
算
機
vs
ソ
ロ
バ
ン 

   
 
 
 
 

一 
  

終
戦
―
―
。 

 

戦
い
に
負
け
た
の
で
な
く
、
戦
い
が
終
わ
っ
た
の
だ
と
い
う
、
何

と
も
無
責
任
な
表
現
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
「
戦
後
」
の
一
か
月
目
、

す
な
わ
ち
一
九
四
五
年
の
九
月
十
五
日
、『
日
米
會
話
手
帖
』
が
発

刊
さ
れ
た
。
奥
付
に
は
著
者
と
し
て
「
加
藤
美
生
」
の
名
が
あ
る
が

実
際
に
執
筆
し
た
の
は
板
倉
勝
正
、
出
版
元
は
「
科
学
教
材
社
」
と

あ
る
が
実
体
は
誠
文
堂
新
光
社
で
あ
る
。 

 

創
業
者
で
あ
る
小
川
菊
松
は
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
）
に
茨

城
県
に
生
ま
れ
、
貧
困
の
た
め
に
高
等
小
学
校
す
ら
満
足
に
卒
業
で

き
な
か
っ
た
。
十
四
歳
で
上
京
し
書
店
で
丁
稚
奉
公
の
の
ち
、
一
九

一
二
年
に
書
籍
取
次
業
と
し
て
誠
文
堂
を
開
業
し
た
。
翌
年
か
ら
出

版
も
手
が
け
、『
商
店
界
』
や
『
子
供
の
科
学
』
と
い
っ
た
雑
誌
で

成
功
し
た
。 

 

四
五
年
八
月
十
五
日
正
午
に
放
送
さ
れ
た
玉
音
放
送
を
、
彼
は
出

張
先
の
房
総
岩
井
の
駅
舎
で
聞
き
、
そ
の
ま
ま
東
京
に
向
か
う
列
車

に
乗
っ
た
。
列
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
彼
が
考
え
た
の
は
、 

 

―
―
こ
れ
か
ら
は
英
語
だ
。 

 

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

  

私
は
、
八
月
十
五
日
の
頭
に
浮
か
ん
だ
ヒ
ン
ト
を
早
速
実
行
に
移

し
、
拙
速
主
義
で
『
日
米
會
話
手
帳
』
な
る
も
の
を
発
行
す
る
こ
と

に
し
た
。
そ
こ
で
『
科
学
画
報
』
の
編
集
を
や
っ
て
い
た
加
藤
美
生

君
に
、
何
か
こ
う
し
た
方
向
の
も
の
で
、
企
画
し
て
み
る
よ
う
に
命

じ
て
、
一
夜
で
和
文
の
原
稿
を
作
り
、
そ
れ
に
英
訳
を
入
れ
て
、
四

六
半
截
判
の
三
十
二
頁
と
い
う
、
実
に
お
そ
ま
つ
な
も
の
で
あ
る
が

『
日
米
會
話
手
帳
』
と
銘
打
っ
て
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
。 

  

と
小
川
は
自
著
『
出
版
興
亡
五
十
年
』
で
語
っ
て
い
る
。 

 

『
日
米
會
話
手
帳
』
は
東
京
の
書
店
に
並
ぶ
や
初
版
三
十
万
部
を

売
り
尽
く
し
、
地
方
の
書
店
か
ら
注
文
が
殺
到
し
た
。
と
こ
ろ
が
戦

災
で
鉄
道
、
道
路
が
満
足
に
動
い
て
い
な
か
っ
た
。 

 

加
え
て
紙
が
不
足
し
て
い
た
。 

 
こ
の
た
め
に
小
川
は
印
刷
の
版
の
元
と
な
る
紙
型
を
郵
送
し
て
、

現
地
で
印
刷
し
て
も
ら
う
よ
り
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
と
も

あ
れ
年
末
ま
で
に
三
百
六
十
万
部
と
い
う
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
。 

 

九
月
二
十
六
日
、
中
部
太
平
洋
カ
ロ
リ
ン
諸
島
の
メ
レ
ヨ
ン
島
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（
ウ
ォ
レ
ア
イ
環
礁
）
か
ら
千
六
百
二
十
八
人
が
別
府
港
に
戻
っ
て

き
た
。
彼
ら
を
運
ん
だ
の
は
連
合
艦
隊
附
属
の
病
院
船
だ
っ
た
「
高

砂
丸
」
で
あ
る
。 

 

メ
レ
ヨ
ン
島
は
源
田
實
の
提
案
で
建
設
さ
れ
た
太
平
洋
不
沈
空
母

の
一
つ
で
あ
っ
て
、
海
軍
第
一
航
空
艦
隊
の
戦
隊
が
駐
屯
し
、
四
四

年
二
月
に
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
艦
載
機
二
百
機
の
攻
撃
を
受
け
て

大
き
な
被
害
が
出
た
。
と
こ
ろ
が
サ
イ
パ
ン
島
を
落
と
し
た
ア
メ
リ

カ
軍
は
、
用
な
し
に
な
っ
た
メ
レ
ヨ
ン
島
を
放
置
し
た
。 

 

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
戦
い
を
境
に
、
連
合
国
軍
は
島
々
で
気
勢
を

上
げ
る
日
本
の
守
備
隊
に
構
わ
ず
、
一
気
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
北
上

す
る
方
針
に
転
換
し
た
。
エ
レ
ク
ト
ン
作
戦
と
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ル
作

戦
の
こ
と
は
す
で
に
書
い
た
。 

 

そ
の
た
め
に
、
以
後
一
年
半
以
上
に
わ
た
っ
て
、
日
本
の
将
兵
は

南
海
に
取
り
残
さ
れ
た
。
一
九
四
四
年
四
月
現
在
、
メ
レ
ヨ
ン
島
の

駐
留
し
て
い
た
の
は
陸
海
軍
六
千
五
百
人
だ
っ
た
が
、
本
格
的
な
戦

闘
を
交
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

 

彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
戦
闘
機
の
機
銃
掃
射
に
怯
え
つ
つ
椰
子
の
実
を

取
り
、
カ
エ
ル
や
ヘ
ビ
、
ト
カ
ゲ
、
蛆
な
ど
を
奪
い
合
う
よ
う
に
貪

り
、「
マ
サ
カ
リ
」
と
呼
ぶ
カ
ボ
チ
ャ
―
―
マ
サ
カ
リ
（
鉞
）
で
や

っ
と
割
れ
る
ほ
ど
皮
が
硬
い
―
―
を
食
べ
て
生
き
な
が
ら
え
た
。
四

千
四
百
九
十
三
人
が
餓
死
、
病
死
し
た
。 

 

十
月
十
一
日
に
は
、
早
く
も
戦
後
初
の
映
画
『
そ
よ
か
ぜ
』
が
封

切
ら
れ
た
。
そ
の
主
題
歌
「
リ
ン
ゴ
の
歌
」
は
、
斬
新
な
メ
ロ
デ
ィ

と
歌
詞
の
覚
え
や
す
さ
が
あ
い
ま
っ
て
大
い
に
流
行
し
た
。 

 

二
十
九
日
に
は
戦
後
初
の
宝
籤
が
発
売
さ
れ
た
。
臨
時
資
金
調
達

法
に
基
づ
き
復
興
資
金
を
確
保
す
る
の
が
ね
ら
い
だ
っ
た
。
一
枚
十

円
で
、
く
じ
に
当
た
れ
ば
一
等
十
万
円
、
副
賞
は
キ
ャ
ラ
コ
二
反
、

外
れ
券
四
枚
で
煙
草
十
本
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
キ
ャ
ラ
コ

と
は
平
織
り
の
白
木
綿
を
い
う
。 

 

四
六
年
一
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送
で
「
の
ど
じ
ま
ん
」
が
ス

タ
ー
ト
し
、
四
月
に
な
る
と
朝
日
新
聞
の
朝
刊
に
長
谷
川
町
子
の
四

コ
マ
漫
画
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
が
始
ま
っ
た
。 

 

第
二
次
大
戦
の
空
襲
で
、
明
治
以
来
営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た
都

市
は
、
そ
の
建
造
物
の
半
分
が
失
わ
れ
、
産
業
の
生
産
能
力
は
六
割

に
低
下
し
て
い
た
。
食
糧
難
は
戦
前
・
戦
中
よ
り
激
し
さ
を
増
し
、

都
市
生
活
者
は
農
村
に
行
っ
て
着
物
や
家
財
を
米
に
換
え
た
。 

 

庶
民
は
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

日
本
に
進
駐
し
た
連
合
国
軍
―
―
主
に
ア
メ
リ
カ
の
陸
軍
第
八
軍

と
空
軍
第
二
十
軍
―
―
の
兵
士
た
ち
は
、
は
じ
め
は
威
圧
的
だ
っ
た
。

本
当
は
恐
る
恐
る
日
本
人
と
接
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
に
平

和
的
か
つ
敗
戦
の
民
と
し
て
侮
蔑
し
つ
つ
闊
歩
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
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ア
メ
リ
カ
兵
が
く
る
と
子
ど
も
た
ち
は 

 
「
ギ
ブ
ミ
ー
」 

 
を
口
々
に
叫
ん
だ
。 

 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
キ
ャ
ン
デ
ー
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
な
ど
が
、
そ

の
頭
上
に
ば
ら
ま
か
れ
た
。
ア
ジ
ア
の
仏
教
的
な
意
味
で
の
平
等
は
、

「
遍
く
等
し
く
」
で
あ
っ
て
、
も
し
こ
こ
に
米
が
百
粒
あ
っ
て
十
人

が
そ
れ
を
欲
す
れ
ば
各
人
に
十
粒
ず
つ
分
け
与
え
る
。
キ
リ
ス
ト
教

的
な
平
等
は
手
に
入
れ
る
機
会
を
均
等
に
与
え
る
の
で
あ
る
。 

 

進
ん
で
売
春
を
行
う
若
い
女
性
も
い
た
。
日
本
の
政
府
が
占
領
軍

兵
士
の
た
め
に
「
性
的
特
殊
慰
安
施
設
」
の
設
置
を
指
示
し
た
の
は
、

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
正
式
に
回
答
し
た
四
日
後
だ
っ
た
。
公
娼
が

あ
れ
ば
私
娼
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
女
性
た
ち
は
体
を
売

る
代
償
に
、
潤
沢
な
ア
メ
リ
カ
の
物
資
を
手
に
入
れ
、
そ
れ
が
飢
え

た
家
族
に
も
た
ら
さ
れ
た
。 

 

こ
の
時
期
、「
滋
賀
劣
等
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
っ
た
こ
と
が
、

作
家
高
見
順
の
日
記
に
見
え
て
い
る
。 

  

ア
メ
リ
カ
兵
が
そ
の
乞
食
な
ら
ぬ
乞
食
の
群
を
、
横
目
に
見
な
が

ら
、
大
股
で
や
っ
て
来
た
。
す
る
と
、
青
い
労
働
者
服
を
着
た
日
本

人
が
、
つ
と
傍
に
寄
っ
て
、 

 

「
ハ
ロ
ー
、
シ
ガ
レ
ッ
ト
」。 

 

ハ
ロ
ー
はH

ellow

で
あ
る
。
シ
ガ
レ
ッ
ト
は
し
か
しCigarette

で
は
な
い
。
そ
の
発
音
は
実
に
不
思
議
な
も
の
だ
っ
た
。
シ
ガ
は
滋

賀
県
の
滋
賀
、
レ
ッ
ト
は
劣
等
の
発
音
だ
。
ハ
ロ
ー
、
滋
賀
は
劣

等
！ 

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

「
Ｎ
Ｏ
！
」 

 

と
ア
メ
リ
カ
兵
は
大
き
な
手
を
振
っ
た
。
バ
カ
！
―
―
日
本
人
だ

っ
た
ら
、
そ
う
言
っ
た
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
気
持
ち
の
込
め
ら
れ
た

Ｎ
Ｏ
！ 

で
あ
っ
た
。 

 

嗚
呼
、
な
ん
と
い
う
日
本
人
の
下
劣
化
だ
。 

  

駐
留
軍
兵
士
の
少
な
か
ら
ず
は
、
敗
戦
直
後
の
日
本
人
が
ボ
ロ
を

ま
と
い
垢
に
ま
み
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
ら
、
哀
れ
に
思
っ
た
と
し

て
も
軽
蔑
は
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
誇
り
と
矜
持
と
い
う
も
の
を
大

切
に
し
、
境
遇
に
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
持
ち
続
け
る
人
々
を
尊
敬
も

し
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
人
の
少
な
か
ら
ず
が
物
乞
い
の
手
を
差
し
出

し
た
。 

 

高
見
が
憤
慨
し
た
の
は
そ
の
部
分
だ
が
、「
滋
賀
劣
等
」
と
い
う

の
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
将
兵
に 

 
「
朝
の
挨
拶
はO

hio

、
何
か
し
て
も
ら
っ
た
らA

rigator

と
言

え
」 

 
と
教
え
た
の
と
よ
く
似
て
い
る
。 

 

兵
士
に
簡
単
な
日
本
語
を
教
え
る
の
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
司
令
部
は

た
い
へ
ん
な
苦
労
を
し
た
。
そ
の
理
由
は
サ
イ
パ
ン
島
攻
略
戦
の
と
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き
の
出
来
事
だ
っ
た
。 

 
戦
場
に
向
か
う
輸
送
船
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
陸
戦
隊
の
兵
士

に
対
し
て
日
本
語
を
教
育
し
た
。
教
育
と
い
う
よ
り 

 

「
手
を
上
げ
て
出
て
来
い
」 

 

の
音
を
丸
暗
記
さ
せ
た
。 

 

し
か
し
日
本
軍
の
兵
士
や
軍
属
は
徹
底
的
に
「
米
英
鬼
畜
」「
虜

囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」
を
教
え
込
ま
れ
て
い
た
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ

兵
の
片
言
の
日
本
語
を
冷
静
に
聞
く
余
裕
が
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
た
め
に
不
幸
が
多
発
し
た
。 

 

言
葉
が
通
じ
て
さ
え
い
れ
ば
、
や
せ
細
っ
た
敗
残
兵
に
引
き
金
を

引
く
必
要
も
な
か
っ
た
。
オ
ハ
イ
オ
や
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
は
日
本
人
に

敵
意
の
な
い
こ
と
を
示
す
苦
肉
の
策
だ
っ
た
。 

  

一
九
四
六
年
十
月
に
埼
玉
県
入
間
の
ア
メ
リ
カ
陸
軍
第
三
十
九
航

空
技
術
中
隊
に
派
遣
さ
れ
た
ピ
ー
タ
ー
・
カ
タ
ニ
ス
と
い
う
機
械
技

術
兵
が
い
る
。
彼
が
故
郷
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ク
イ
ン
シ
ー
の
許

婚
者
フ
ロ
ー
ラ
に
送
っ
た
手
紙
に
、
面
白
い
記
録
が
あ
る
（『
戦
後

史
開
封
』、
一
九
九
五
、
産
経
新
聞
社
）。 

 

二
十
二
歳
の
自
動
車
修
理
工
だ
っ
た
彼
は
、
一
九
四
五
年
の
夏
に

徴
兵
さ
れ
、
テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
で
一
か
月
の
基
礎
訓
練

を
受
け
た
。
の
ち
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
フ
ォ
ー
ト
・
ロ
ー
ト
ン
港
か
ら

輸
送
船
で
横
浜
に
上
陸
し
、
埼
玉
県
の
入
間
航
空
基
地
で
主
力
戦
闘

機
「
Ｐ
―
51
」
の
整
備
兵
と
し
て
軍
役
を
勤
め
た
。
こ
の
時
期
、

太
平
洋
で
戦
っ
た
歴
戦
の
部
隊
は
役
目
を
終
え
て
次
々
に
帰
国
し
、

代
わ
り
に
新
兵
が
日
本
に
送
り
込
ま
れ
て
い
た
。 

 

そ
の
彼
が
四
六
年
十
一
月
十
二
日
付
で
送
っ
た
手
紙
に
、 

 

「
日
本
人
の
創
意
と
工
夫
に
は
、
す
っ
か
り
感
心
し
た
」 
 

と
書
き
記
し
た
。 

 

そ
れ
は
木
炭
車
と
松
根
油
だ
っ
た
。 

 

木
炭
車
を
初
め
て
見
た
彼
は
、 

 

「
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ー
ド
社
の
Ｖ
８
型
一
九
三
三
年
モ
デ
ル
、
三

四
年
モ
デ
ル
、
三
五
年
モ
デ
ル
な
ど
古
い
型
の
車
を
改
造
し
、
後
部

に
つ
け
た
タ
ン
ク
で
木
炭
を
燃
や
し
、
そ
の
木
炭
に
少
し
水
を
た
ら

し
て
生
じ
る
水
蒸
気
を
細
い
パ
イ
プ
で
エ
ン
ジ
ン
の
方
へ
回
し
て
い

る
。
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
発
想
じ
ゃ
な
い
か
」 

 

と
感
激
し
た
。 

 

松
根
油
の
生
産
は
四
五
年
三
月
十
六
日
の
閣
議
決
定
「
松
根
油
等

拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
に
よ
っ
て
国
策
と
な
り
、
全
国
の
山
が

掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 
戦
略
爆
撃
調
査
団
の
石
油
化
学
部
が
作
成
し
た
「
日
本
に
お
け
る

戦
時
の
石
油
」
に
よ
る
と
、
そ
の
生
産
量
は
四
一
年
が
三
万
八
千
バ

レ
ル
、
四
三
年
が
五
万
九
千
バ
レ
ル
、
四
四
年
は
八
万
九
千
六
百
四

十
バ
レ
ル
、
四
五
年
は
二
十
五
万
六
千
九
百
四
十
バ
レ
ル
だ
っ
た
。

終
戦
時
に
日
本
が
保
有
し
て
い
た
液
体
燃
料
の
二
〇
・
七
％
に
相
当
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す
る
。 

 
報
告
書
に
よ
る
と
、
人
一
人
が
一
日
従
事
し
て
生
産
で
き
る
松
根

油
は
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
だ
っ
た
。
日
本
の
軍
需
省
が
計
画
し
て
い
た

一
日
当
た
り
約
二
千
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
粗
油
を
生
産
す
る
に
は
、
一

日
百
二
十
五
万
人
の
労
働
力
が
必
要
だ
っ
た
が
、
終
戦
時
に
松
根
油

の
生
産
に
従
事
し
て
い
た
の
は
四
十
三
万
四
千
人
だ
っ
た
。 

 

「
米
陸
軍
航
空
軍
史
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

 

日
本
軍
は
一
九
四
五
年
の
初
め
に
は
、
こ
っ
け
い
な
松
根
油
計
画

を
ふ
く
め
、
人
造
石
油
工
業
を
間
に
合
わ
せ
に
造
る
と
い
う
絶
望
的

な
努
力
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
遅
す
ぎ
、
ま
た
あ
ま
り

に
も
少
な
す
ぎ
た
。 

  

戦
争
が
終
わ
り
、
日
本
を
占
領
し
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
軍
は
そ
の
こ

と
を
知
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
戦
争
の
最
中
、
彼
ら
は
日
本
の
ラ

ジ
オ
放
送
を
傍
受
し
て
、
日
本
軍
の
石
油
不
足
が
深
刻
な
事
態
に
陥

っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
空
軍
第
二
十
軍
の
「
航
空
情

報
レ
ポ
ー
ト
」
一
九
四
五
年
版
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。  

  

「D
ig and Steam

 and Send

」（
掘
っ
て
蒸
し
て
送
れ
）
は
最
近
、

日
本
で
盛
ん
に
宣
伝
さ
れ
て
い
る
新
し
い
歌
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

こ
れ
は
最
初
は
「Rum

 and Coca Cola

」
に
対
抗
し
た
歌
の
よ
う

に
も
聞
こ
え
る
が
そ
う
で
は
な
い
。
松
の
根
―
―
そ
れ
は
日
本
に
と

っ
て
石
油
の
貴
重
な
代
替
燃
料
で
あ
る
が
―
―
を
掘
っ
て
処
理
し
て

油
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
か
の
不
幸
な
国
の
大
衆
を
さ
ら
に
奮
い

立
た
せ
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
に

石
油
の
代
替
燃
料
生
産
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
松
根
油
は
こ

の
長
い
道
の
り
の
一
番
新
し
い
到
達
点
で
あ
る
。 

  

余
談
だ
が
、
松
根
油
は
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
、
生
産
が
継
続
さ
れ

た
。
軍
主
導
で
建
設
さ
れ
た
工
場
を
民
間
企
業
が
払
い
下
げ
を
受
け
、

こ
れ
を
石
油
工
場
で
精
製
し
て
農
業
用
発
動
機
な
ど
に
使
用
し
た
の

で
あ
る
。
軍
需
産
業
が
わ
ず
か
に
戦
後
の
失
業
を
救
っ
た
ケ
ー
ス
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

  
 
 
 
 

三 
  

カ
タ
ニ
ス
技
術
兵
が
許
婚
者
フ
ロ
ー
ラ
に
送
っ
た
手
紙
の
も
う
一

つ
に
は
、
計
算
機
と
十
露
盤
（
ソ
ロ
バ
ン
）
の
対
決
が
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
東
京
・
有
楽
町
の
ア
ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル
劇
場

（
東
京
宝
塚
劇
場
）
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
製
Ｐ
Ｃ
Ｓ
と
日
本
の
ソ
ロ
バ
ン
の
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
、
と
い
う
。 

  

足
し
算
か
ら
掛
け
算
、
割
り
算
ま
で
ど
ち
ら
が
早
く
、
正
確
に
答
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え
を
出
す
か
、
だ
れ
が
主
催
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
か
知
ら
な
い
が
、
競

争
な
ん
だ
。
劇
場
に
は
Ｇ
Ｉ
が
い
っ
ぱ
い
詰
め
か
け
、
息
を
の
ん
で

こ
の
日
米
試
合
の
成
り
行
き
を
見
つ
め
て
い
た
。 

 

僕
自
身
を
含
め
て
米
国
側
の
観
客
は
み
な
、
米
軍
兵
士
が
操
る
計

算
機
が
間
違
い
な
く
勝
つ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
実
際
に
は
な
ん

と
日
本
の
ソ
ロ
バ
ン
が
勝
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
た
。

負
け
た
米
側
の
兵
士
は
罰
と
し
て
ソ
ロ
バ
ン
の
名
手
の
日
本
人
を
リ

キ
シ
ャ
に
乗
せ
て
、
劇
場
の
周
り
を
一
周
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

  

「
リ
キ
シ
ャ
」
と
は
人
力
車
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

よ
り
正
確
に
い
う
と
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
一
九
四
六
年
の
十
一

月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
の
選
手
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ト
ー
マ

ス
・
ク
ッ
ド
二
等
兵
（
所
属
不
明
）、
使
用
し
た
の
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の

統
計
会
計
機
械
電
動
タ
イ
プ
、
日
本
の
選
手
と
し
て
「
東
京
貯
金
支

局
の
松
崎
喜
雄
」
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

加
減
乗
除
の
計
算
を
三
回
行
い
、
い
ず
れ
も
十
露
盤
が
勝
っ
た
。

負
け
た
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ド
二
等
兵
は
約
束
通
り
松
崎
氏
を
人
力
車

に
乗
せ
て
劇
場
を
一
周
し
た
。 

 

当
時
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
将
兵
は
東
洋
人
全
般
を
「
グ
ー
ク
」、
日

本
人
を
「
ニ
ッ
プ
」
と
蔑
称
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

自
分
の
目
で
見
た
兵
士
た
ち
は
、
間
違
い
な
く
日
本
人
に
対
す
る
認

識
を
新
た
に
し
た
。 

 

カ
タ
ニ
ス
技
術
兵
は
次
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。 

  

僕
は
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
見
て
、
そ
れ
ま
で
日
本
人
に
対
し
て
抱

い
て
い
た
優
越
感
を
改
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
、
と
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。
も
う
日
本
人
の
こ
と
を
内
緒
に
グ
ー
ク
な
ど
と
は
呼
ん
で
は

い
け
な
い
の
だ
と
思
う
。 

  

ソ
ロ
バ
ン
が
Ｐ
Ｃ
Ｓ
に
、
速
度
と
正
確
さ
で
勝
っ
た
。
事
実
、
単

純
な
加
減
乗
除
だ
け
で
競
え
ば
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
は
そ
の
程
度
の
性
能
し
か

出
せ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
は
カ

ー
ド
を
パ
ン
チ
し
、
配
電
盤
の
ケ
ー
ブ
ル
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
五
つ
珠
の
上
げ
下
げ
で
計
算
を
行
う
ソ
ロ
バ

ン
の
ほ
う
が
速
い
。
だ
が
ア
イ
テ
ム
が
数
百
項
目
に
及
び
、
数
量
が

大
量
に
あ
っ
て
一
度
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
人
手
に

頼
っ
て
い
た
の
で
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
つ
ま
り
用
途
・
目

的
が
違
う
と
い
う
こ
と
だ
。 

 
実
際
、
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
、
物
資
輸
送
を
手
配
す
る
た
め
に

日
本
の
陸
軍
は
日
本
生
命
や
第
一
生
命
が
保
有
し
て
い
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社

の
Ｐ
Ｃ
Ｓ
を
使
っ
た
が
、
そ
れ
は
全
体
を
ま
と
め
あ
げ
る
た
め
だ
け

だ
っ
た
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
は
、
主
要
な
都
市
と
軍
港
の
近
く
に
ソ

ロ
バ
ン
の
使
い
手
を
五
十
人
以
上
集
め
て
分
類
と
集
計
の
作
業
を
し
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た
。
人
手
で
こ
な
し
た
の
だ
か
ら
、
凄
い
と
い
え
ば
凄
い
。 

 
以
上
は
戦
後
秘
話
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
の
だ
が
、
本
書
は
計
算
機

を
扱
っ
て
い
る
関
係
か
ら
、
な
ぜ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
千
人
以
上
の
駐
留
ア
メ

リ
カ
軍
兵
士
の
前
で
ア
メ
リ
カ
製
の
計
算
機
と
日
本
人
の
ソ
ロ
バ
ン

を
競
わ
せ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
。 

 

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
的
な
イ
ベ
ン
ト
な
ら
大
相
撲
の
横
綱
に

土
俵
入
り
を
披
露
さ
せ
て
も
よ
か
っ
た
し
、
歌
舞
伎
役
者
を
登
壇
さ

せ
て
も
よ
か
っ
た
で
は
な
い
か
。 

 

な
ぜ
計
算
機
vs
ソ
ロ
バ
ン
だ
っ
た
の
か
。 

 

駐
留
ア
メ
リ
カ
軍
の
兵
士
た
ち
は
素
直
に
日
本
人
の
計
算
能
力
―

―
ひ
い
て
は
文
化
―
―
を
見
直
し
、
日
本
人
は
計
算
機
の
メ
リ
ッ
ト

を
理
解
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
情
報
処
理
を
日

本
人
に
任
せ
て
も
安
心
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
本
国
お
よ
び
極
東

委
員
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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〜
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注 

〜
〜
〜
〜 

 

科
学
教
材
社	
 

一
九
二
五
年
創
業
の
教
材
・
模
型
販
売
会
社
。
設
立
当
初
は

実
物
幻
灯
式
の
エ
ハ
ガ
キ
幻
灯
機
や
望
遠
鏡
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
。
一
九

二
六
年
、
誠
文
堂
社
長
の
小
川
菊
松
が
事
業
を
継
承
し
た
。 

加
藤
美
生	
 

か
と
う
・
よ
し
お
：『
科
学
画
報
』（
誠
文
堂
新
光
社
）
の
編
集

者
だ
っ
た
。
加
藤
に
よ
る
と
、
東
京
・
青
梅
在
住
の
吉
川
英
治
の
も
と
に
原

稿
の
依
頼
に
行
っ
た
帰
路
、
立
川
駅
で
黒
人
の
米
兵
が
英
語
で
会
話
し
て
い

る
の
を
見
て
、
会
社
に
戻
っ
て
小
川
に
「
英
会
話
の
本
を
や
り
ま
せ
ん
か
」

と
提
案
し
た
と
い
う
。 

劫
出
版
興
亡
五
十
年
劬	
 

小
川
菊
松
／
誠
文
堂
新
光
社
／
一
九
五
三
。 

映
画
劫
そ
よ
か
ぜ
劬	
 

松
竹
。
封
切
ら
れ
た
の
は
一
九
四
五
年
十
月
十
一
日

だ
っ
た
。
劇
場
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
員
と
し
て
勤
め
る
三
人
の
青
年
（
上
原

謙
、
佐
野
周
二
、
斉
藤
達
雄
）
が
、
下
宿
屋
の
娘
（
並
木
路
子
）
を
め
ぐ
っ

て
繰
り
広
げ
る
恋
の
鞘
当
て
を
描
い
た
。
も
と
は
戦
時
中
の
戦
意
高
揚
を
目

的
に
書
か
れ
た
脚
本
だ
っ
た
が
、
舞
台
を
街
頭
慰
問
隊
か
ら
劇
場
に
置
き
換

え
た
。「
リ
ン
ゴ
の
唄
」は
作
曲
・
万
城
目
正
、作
詞
・
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
で
、

撮
影
に
間
に
合
わ
ず
ア
フ
レ
コ
で
つ
け
ら
れ
た
。
撮
影
で
並
木
路
子
は
「
丘

を
越
え
て
」
を
歌
っ
て
い
た
。 

長
谷
川
町
子 

は
せ
が
わ
・
ま
ち
こ
／
１
９
２
０
〜
１
９
９
２
。
佐
賀
県
に

生
ま
れ
、
は
じ
め
画
家
を
目
指
し
た
が
山
脇
高
等
女
子
学
園
在
学
中
に
田
河

水
泡
の
知
己
を
得
、
弟
子
と
な
っ
た
。
四
六
年
、
旅
先
の
浜
辺
を
散
歩
し
て

い
た
と
き
に
、
砂
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
貝
殻
や
海
草
を
見
て
「
磯
野
」
家

の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
。
福
岡
で
発
行
さ
れ
て
い
た
夕
刊
紙
「
フ
ク
ニ

チ
」
に
連
載
を
始
め
た
と
こ
ろ
人
気
が
出
た
。
四
九
年
朝
日
新
聞
夕
刊
に
起

用
さ
れ
た
た
め 

主
人
公
サ
ザ
エ
さ
ん
を
に
わ
か
に
結
婚
・
引
退
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

高
見	
 

順	
 

た
か
み
・
じ
ゅ
ん
／
１
９
０
７
〜
１
９
６
５
。
本
名
は
「
高
間

芳
雄
」。福
井
県
に
生
ま
れ
中
学
校
時
代
に
白
樺
派
に
憧
れ
て
作
家
を
志
し
た
。

東
京
帝
国
大
学
に
進
み
左
翼
芸
術
同
盟
に
参
加
し
て
機
関
誌
「
左
翼
芸
術
」

な
ど
に
作
品
を
発
表
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
レ
コ
ー
ド
に
入

り
、
併
せ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
と
し
て
活
動
し
た
が
三
二
年
治
安
維
持
法

に
違
反
し
た
容
疑
で
検
挙
さ
れ
た
。
三
五
年
に
発
表
し
た
『
故
旧
忘
れ
得
べ

き
』
で
第
一
回
芥
川
賞
候
補
と
な
り
、『
如
何
な
る
星
の
下
に
』
で
作
家
の
地

位
を
獲
得
し
た
。『
高
見
順
日
記
』
は
昭
和
史
資
料
と
し
て
の
価
値
も
持
っ
て

い
る
。 

サ
イ
パ
ン
島
上
陸
作
戦
の
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊	
 

オ
ハ
イ
オ
州
出
身
の
兵
士
が

多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
彼
ら
が
使
っ
た
俄
か
仕
立
て
の
日
本
語
は
オ
ハ
イ
オ

訛
り
が
強
か
っ
た
。 

松
根
油	
 

し
ょ
う
こ
ん
ゆ
：
樹
齢
四
十
年
か
ら
五
十
年
の
松
の
根
を
鉄
の
釜

に
吊
り
い
れ
て
蒸
す
。
十
四
時
間
か
ら
十
五
時
間
か
け
て
釜
内
温
度
を
三
百

五
十
度
ま
で
高
め
る
と
松
の
根
か
ら
油
成
分
を
含
ん
だ
蒸
気
が
出
る
。
こ
の

作
業
を
乾
溜
と
言
っ
た
。
乾
溜
さ
れ
た
成
分
を
冷
却
し
て
得
ら
れ
た
液
体
か

ら
タ
ー
ル
と
油
成
分
を
分
離
し
、
油
成
分
を
蒸
留
す
る
と
液
体
燃
料
が
生
成

さ
れ
る
。
自
動
車
用
ガ
ソ
リ
ン
の
代
替
だ
け
で
な
く
、
航
空
機
の
燃
料
な
ど

に
も
使
わ
れ
た
。 

ラ
ム
＆
コ
カ
コ
勖
ラ	
 

当
時
ア
メ
リ
カ
で
流
行
し
て
い
た
歌
。
唄
っ
た
の
は

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
シ
ス
タ
ー
ズ
、
演
奏
は
グ
レ
ン
ミ
ラ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

だ
っ
た
。 

グ
勖
ク 

gook
：
語
源
は
「
国
」
を
意
味
す
る
朝
鮮
語
で
、
一
九
四
九
年
に

勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
に
参
加
し
た
ア
メ
リ
カ
兵
が
本
国
に
持
ち
帰
っ
た
と
す
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る
説
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
言
葉
は
第
二
次
大
戦
前
か
ら
ア
メ
リ

カ
で
使
わ
れ
て
い
た
。
ど
う
や
ら
十
九
世
紀
末
に
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
に
多
く

の
朝
鮮
人
が
移
民
し
鉄
道
工
夫
や
洗
濯
、
魚
洗
い
な
ど
に
従
事
し
た
と
き
、

白
人
社
会
で
付
け
ら
れ
た
蔑
称
で
あ
る
ら
し
い
。
少
林
寺
拳
法
、
テ
コ
ン
ド

ー
、
空
手
と
い
っ
た
武
芸
の
イ
メ
ー
ジ
が
合
体
し
「
東
洋
の
小
鬼
」
と
い
う

意
味
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
の
ち
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
も
ベ
ト
ナ
ム
人
に

対
し
て
ア
メ
リ
カ
兵
は
こ
の
言
葉
を
使
っ
た
。 
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